
(57)【要約】

　

【課題】　混合する２つの液剤の洗浄液が互いに異なり

、しかも一方の洗浄液が他方の液剤と接触するとその液

剤が変質を来たすような二液塗料を混合するための二液

混合装置に好適な洗浄方法を提供する。

【解決手段】　主剤流路２５（第１流路）内を洗浄して

いる間、硬化剤流路２３（第２流路）内を加圧している

ので、硬化剤流路２３内において硬化剤Ｌｂ（第２液剤

）と主剤流路２５内の水Ｗａ（第１洗浄液）とが接触す

ることがなく、硬化剤流路２３内で硬化剤Ｌｂが変質す

ることに起因する不具合を回避することができる。硬化

剤流路２３内の硬化剤Ｌｂや溶剤Ｗｂ（第２洗浄液）が

連通孔２６を通って主剤流路２５に進入しても、主剤流

路２５内では水Ｗａが流動しているで、硬化剤Ｌｂや溶

剤Ｗｂはその水Ｗａの流れに乗じて二液混合装置Ｍの外

へ排出される。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 １ 液 剤 が 供 給 さ れ る よ う に な っ て お り 、 下 流 側 が 塗 装 ガ ン 側 に 連 通 さ れ た 第 １ 流 路 と 、
　 第 ２ 液 剤 が 供 給 さ れ る よ う に な っ て お り 、 下 流 側 が 閉 塞 さ れ た 第 ２ 流 路 と 、
　 前 記 第 １ 流 路 と 前 記 第 ２ 流 路 と を 連 通 さ せ る 連 通 路 と を 備 え 、
　 前 記 第 １ 液 剤 と 前 記 第 ２ 液 剤 が 夫 々 対 応 す る 前 記 流 路 の 上 流 端 に 供 給 さ れ る と 、 前 記 第
２ 流 路 内 に 供 給 さ れ た 前 記 第 ２ 液 剤 が 前 記 連 通 路 を 通 っ て 前 記 第 １ 流 路 内 に 流 入 し 、 前 記
第 １ 流 路 内 に お い て 前 記 第 １ 液 剤 と 前 記 第 ２ 液 剤 と が 下 流 側 へ 流 れ つ つ 混 合 さ れ て 前 記 塗
装 ガ ン 側 へ 送 出 さ れ る よ う に な っ て お り 、
　 前 記 第 １ 液 剤 用 の 第 １ 洗 浄 液 と 前 記 第 ２ 液 剤 用 の 第 ２ 洗 浄 液 と が 互 い に 異 な り 、 且 つ 一
方 の 洗 浄 液 が 他 方 の 液 剤 と 接 触 し た と き に そ の 液 剤 が 変 質 を 来 た す 組 合 せ で あ る 前 記 第 １
液 剤 と 前 記 第 ２ 液 剤 の 混 合 に 用 い ら れ た 二 液 混 合 装 置 を 洗 浄 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 第 １ 流 路 に 前 記 第 １ 洗 浄 液 を 流 通 さ せ る こ と で 、 前 記 第 １ 流 路 内 の 前 記 第 １ 液 剤 を
排 出 し 、
　 前 記 第 １ 流 路 に 前 記 第 １ 洗 浄 液 が 流 通 さ れ て い る 間 、 前 記 第 ２ 流 路 に 前 記 第 ２ 液 剤 又 は
前 記 第 ２ 洗 浄 液 を 供 給 し て 前 記 第 ２ 流 路 内 を 加 圧 す る こ と で 、 前 記 第 １ 流 路 内 の 第 １ 液 剤
及 び 前 記 第 ２ 洗 浄 液 が 前 記 第 ２ 流 路 へ 浸 入 す る の を 規 制 し 、
　 前 記 第 １ 流 路 内 の 前 記 第 ２ 洗 浄 液 を エ ア パ ー ジ に よ り 排 出 し た 後 、 前 記 第 ２ 流 路 内 に 前
記 第 ２ 洗 浄 液 を 供 給 す る こ と で 、 前 記 第 ２ 流 路 内 の 前 記 第 ２ 液 剤 を 排 出 し 、
　 前 記 第 ２ 流 路 内 の 前 記 第 ２ 洗 浄 液 を エ ア パ ー ジ に よ り 排 出 す る こ と を 特 徴 と す る 二 液 混
合 装 置 の 洗 浄 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 二 液 混 合 装 置 の 洗 浄 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 主 剤 と 硬 化 剤 か ら な る 塗 料 を 塗 装 ガ ン に 供 給 す る 手 段 と し て 、 こ の 液
剤 を 二 液 混 合 装 置 へ 交 互 に 供 給 し 、 そ の 二 液 混 合 装 置 内 で ２ つ の 液 剤 を 混 合 す る こ と に よ
っ て 得 ら れ た 塗 料 を 塗 装 ガ ン 側 へ 送 り 出 す 方 法 が 開 示 さ れ て い る 。 　
　 こ の よ う に 主 剤 と 硬 化 剤 が 供 給 さ れ る 二 液 混 合 装 置 と し て 、 主 剤 流 路 と 硬 化 剤 流 路 を 互
い に 略 平 行 に 設 け る と と も に 、 こ の ２ 本 の 流 路 同 士 を 連 通 さ せ る 連 通 路 を 設 け た も の が あ
る 。 主 剤 と 硬 化 剤 を 流 路 の 上 流 端 に 供 給 す る と 、 硬 化 剤 流 路 内 の 硬 化 剤 が 連 通 路 を 通 っ て
主 剤 流 路 内 に 進 入 し 、 主 剤 流 路 内 に お い て 主 剤 と 進 入 し た 硬 化 剤 と が 下 流 側 へ 流 れ つ つ 混
合 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ４ １ ８ ０ ０ 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 の よ う に ２ 種 類 の 液 剤 を 混 合 し て 得 ら れ る 塗 料 と し て 、 主 剤 用 の 洗 浄 液 と 硬 化 剤 用
の 洗 浄 液 が 異 な り 、 し か も 一 方 の 洗 浄 液 が 他 方 の 液 剤 と 接 触 す る と そ の 液 剤 が 変 質 を 来 た
す よ う な 組 合 せ が あ る 。 こ の よ う な 組 合 せ の 液 剤 を 上 記 の よ う に ２ 本 の 流 路 を 連 通 路 で 連
通 さ せ た 形 態 の 二 液 混 合 装 置 に 使 用 し て 洗 浄 を 行 お う と す る と 、 一 方 の 洗 浄 液 と の 接 触 に
よ り 変 質 し た 他 方 の 液 剤 が 、 例 え ば 流 路 の 内 壁 に 付 着 し た り 、 流 路 を 詰 ま ら せ た り す る 等
の 不 具 合 を 来 た す 虞 が あ り 、 洗 浄 が 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 組 合 せ の 例 と し て は 、 水 性 の エ マ ル ジ ョ ン か ら な る 主 剤 と イ ソ シ ア ネ ー ト か
ら な る 硬 化 剤 と を 混 合 し て 得 ら れ る 水 性 ウ レ タ ン 二 液 塗 料 が あ る 。 こ の 水 性 ウ レ タ ン 二 液
塗 料 の 場 合 、 主 剤 の 洗 浄 液 と し て 水 が 用 い ら れ 、 硬 化 剤 の 洗 浄 液 と し て ケ ト ン 、 エ ス テ ル
系 の 溶 剤 で あ る た め 、 主 剤 を 溶 剤 で 洗 浄 す る と 、 主 剤 が エ マ ル ジ ョ ン 破 壊 を 来 た し て 粘 着
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性 の 高 い ゼ リ ー 状 の 物 質 に 変 化 し 、 硬 化 剤 を 水 で 洗 浄 す る と 、 硬 化 剤 が や は り ゼ リ ー 状 の
物 質 に 変 化 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 の よ う な 事 情 に 基 づ い て 完 成 さ れ た も の で あ っ て 、 混 合 す る ２ つ の 液 剤 の
洗 浄 液 が 互 い に 異 な り 、 し か も 一 方 の 洗 浄 液 が 他 方 の 液 剤 と 接 触 す る と そ の 液 剤 が 変 質 を
来 た す よ う な 二 液 塗 料 を 混 合 す る た め の 二 液 混 合 装 置 に 好 適 な 洗 浄 方 法 を 提 供 す る こ と を
目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め の 手 段 と し て 、 請 求 項 １ の 発 明 は 、 第 １ 液 剤 が 供 給 さ れ る よ
う に な っ て お り 、 下 流 側 が 塗 装 ガ ン 側 に 連 通 さ れ た 第 １ 流 路 と 、 第 ２ 液 剤 が 供 給 さ れ る よ
う に な っ て お り 、 下 流 側 が 閉 塞 さ れ た 第 ２ 流 路 と 、 前 記 第 １ 流 路 と 前 記 第 ２ 流 路 と を 連 通
さ せ る 連 通 路 と を 備 え 、 前 記 第 １ 液 剤 と 前 記 第 ２ 液 剤 が 夫 々 対 応 す る 前 記 流 路 の 上 流 端 に
供 給 さ れ る と 、 前 記 第 ２ 流 路 内 に 供 給 さ れ た 前 記 第 ２ 液 剤 が 前 記 連 通 路 を 通 っ て 前 記 第 １
流 路 内 に 流 入 し 、 前 記 第 １ 流 路 内 に お い て 前 記 第 １ 液 剤 と 前 記 第 ２ 液 剤 と が 下 流 側 へ 流 れ
つ つ 混 合 さ れ て 前 記 塗 装 ガ ン 側 へ 送 出 さ れ る よ う に な っ て お り 、 前 記 第 １ 液 剤 用 の 第 １ 洗
浄 液 と 前 記 第 ２ 液 剤 用 の 第 ２ 洗 浄 液 と が 互 い に 異 な り 、 且 つ 一 方 の 洗 浄 液 が 他 方 の 液 剤 と
接 触 し た と き に そ の 液 剤 が 変 質 を 来 た す 組 合 せ で あ る 前 記 第 １ 液 剤 と 前 記 第 ２ 液 剤 の 混 合
に 用 い ら れ た 二 液 混 合 装 置 を 洗 浄 す る 方 法 で あ っ て 、 前 記 第 １ 流 路 に 前 記 第 １ 洗 浄 液 を 流
通 さ せ る こ と で 、 前 記 第 １ 流 路 内 の 前 記 第 １ 液 剤 を 排 出 し 、 前 記 第 １ 流 路 に 前 記 第 １ 洗 浄
液 が 流 通 さ れ て い る 間 、 前 記 第 ２ 流 路 に 前 記 第 ２ 液 剤 又 は 前 記 第 ２ 洗 浄 液 を 供 給 し て 前 記
第 ２ 流 路 内 を 加 圧 す る こ と で 、 前 記 第 １ 流 路 内 の 第 １ 液 剤 及 び 前 記 第 ２ 洗 浄 液 が 前 記 第 ２
流 路 へ 浸 入 す る の を 規 制 し 、 前 記 第 １ 流 路 内 の 前 記 第 ２ 洗 浄 液 を エ ア パ ー ジ に よ り 排 出 し
た 後 、 前 記 第 ２ 流 路 内 に 前 記 第 ２ 洗 浄 液 を 供 給 す る こ と で 、 前 記 第 ２ 流 路 内 の 前 記 第 ２ 液
剤 を 排 出 し 、 前 記 第 ２ 流 路 内 の 前 記 第 ２ 洗 浄 液 を エ ア パ ー ジ に よ り 排 出 す る と こ ろ に 特 徴
を 有 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ＜ 請 求 項 １ の 発 明 ＞
　 第 １ 流 路 内 の 第 １ 洗 浄 液 が 第 ２ 流 路 内 に 浸 入 す る と 、 第 ２ 流 路 内 の 液 剤 が 、 浸 入 し た 第
１ 洗 浄 液 と の 接 触 に よ り 変 質 し た ま ま 第 ２ 流 路 内 に 留 ま っ て 第 ２ 流 路 内 で 固 化 す る 等 の 不
具 合 が 懸 念 さ れ る 。 　
　 し か し 本 発 明 で は 、 第 ２ 流 路 内 を 加 圧 し て 第 １ 洗 浄 液 の 第 ２ 流 路 へ の 浸 入 を 規 制 し て い
る の で 、 第 ２ 流 路 内 に お い て 第 ２ 液 剤 と 第 １ 洗 浄 液 と が 接 触 す る こ と が な く 、 第 ２ 流 路 内
で 第 ２ 液 剤 が 変 質 す る こ と に 起 因 す る 不 具 合 を 回 避 す る こ と が で き る 。 　
　 尚 、 第 ２ 流 路 内 の 第 ２ 液 剤 や 第 ２ 洗 浄 液 が 連 通 孔 を 通 っ て 第 １ 液 剤 に 浸 入 し て も 、 第 １
流 路 内 で は 第 １ 洗 浄 液 が 流 動 し て い る で 、 そ の 第 １ 洗 浄 液 の 流 れ に 乗 じ て 二 液 混 合 装 置 の
外 へ 排 出 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ＜ 実 施 形 態 １ ＞
　 以 下 、 本 発 明 を 具 体 化 し た 実 施 形 態 １ を 図 １ 乃 至 図 ６ を 参 照 し て 説 明 す る 。 ま ず 、 二 液
混 合 装 置 Ｍ に つ い て 説 明 す る と 、 基 台 １ ０ の 両 端 に は 一 対 の 支 持 部 １ ２ Ａ ， １ ２ Ｂ が 設 け
ら ら れ 、 こ の 支 持 部 １ ２ Ａ ， １ ２ Ｂ の 間 に 円 筒 形 を な す 大 径 管 １ ３ が 差 し 渡 さ れ て い る 。
上 流 側 （ 図 １ に お け る 左 側 ） の 支 持 部 １ ２ Ａ 内 に は 、 下 流 側 に 向 か っ て 開 口 す る 流 入 室 １
４ が 形 成 さ れ て い る と と も に 、 流 入 室 １ ４ に 連 通 す る 主 剤 流 入 孔 １ ５ が 形 成 さ れ て い る 。
流 入 室 １ ４ の 奥 端 部 に は 筒 体 １ ６ が ね じ 込 み に よ り 固 着 さ れ 、 支 持 体 １ ２ Ａ に は 、 筒 体 １
６ に 連 通 す る 硬 化 剤 流 入 孔 １ ７ が 形 成 さ れ て い る 。 流 入 室 １ ４ の 開 口 縁 部 に は 、 大 径 管 １
３ の 上 流 側 の 端 部 が 嵌 合 さ れ ナ ッ ト １ ８ に よ り 固 定 さ れ て い る 。 下 流 側 の 支 持 体 １ ２ Ｂ に
は 、 上 流 側 に 開 口 す る 流 出 室 １ ９ が 形 成 さ れ 、 こ の 流 出 室 １ ９ に 、 大 径 管 １ ３ の 下 流 側 の
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端 部 が 嵌 合 さ れ て ナ ッ ト ２ ０ に よ り 固 着 さ れ て い る 。 下 流 側 の 支 持 体 １ ２ Ｂ に は 、 流 出 室
１ ９ に 連 通 す る 流 出 孔 ２ １ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 大 径 管 １ ３ の 中 空 内 に は 同 心 円 筒 形 を な す 小 径 管 ２ ２ が 収 容 さ れ て い る 。 小 径 管
２ ２ の 上 流 側 の 端 部 は 筒 体 １ ６ に 固 着 さ れ 、 こ れ に よ り 、 小 径 管 ２ ２ は 上 流 側 の 支 持 体 １
２ Ａ に 片 持 ち 状 に 支 持 さ れ て い る 。 こ の 小 径 管 ２ ２ の 中 空 内 は 、 硬 化 剤 Ｌ ｂ （ 本 発 明 の 構
成 要 件 で あ る 第 ２ 液 剤 ） が 供 給 さ れ る 硬 化 剤 流 路 ２ ３ （ 本 発 明 の 構 成 要 件 で あ る 第 ２ 流 路
） と な っ て い る 。 小 径 管 ２ ２ の 下 流 端 に は 閉 止 栓 ２ ４ が 固 着 さ れ 、 こ れ に よ り 、 硬 化 剤 流
路 ２ ３ の 下 流 端 が 閉 塞 さ れ て い る 。 ま た 、 大 径 管 １ ３ の 中 空 内 の う ち 小 径 管 ２ ２ を 除 い た
領 域 （ 硬 化 剤 流 路 ２ ３ を 包 囲 す る 空 間 ） は 、 主 剤 Ｌ ａ （ 本 発 明 の 構 成 要 件 で あ る 第 １ 液 剤
） が 供 給 さ れ る 主 剤 流 路 ２ ５ （ 本 発 明 の 構 成 要 件 で あ る 第 １ 流 路 ） と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 小 径 管 ２ ２ に は 、 そ の 内 周 面 か ら 外 周 面 に 貫 通 す る オ リ フ ィ ス 状 の 連 通 孔 ２ ６ が 複 数 形
成 さ れ て お り 、 こ の 連 通 孔 ２ ６ に よ り 主 剤 流 路 ２ ５ と 硬 化 剤 流 路 ２ ３ が 連 通 さ れ て い る 。
連 通 孔 ２ ６ は 、 硬 化 剤 流 路 ２ ３ の 上 流 端 と 下 流 端 と の 間 に 適 当 な 間 隔 を 空 け て 一 対 ず つ 形
成 さ れ 、 対 を な す 連 通 孔 ２ ６ は 小 径 管 ２ ２ の 中 心 を 挟 ん で 互 い に 反 対 側 に 配 置 さ れ て い る
。 ま た 、 小 径 管 ２ ２ の 長 さ 方 向 （ 主 剤 Ｌ ａ 及 び 硬 化 剤 Ｌ ｂ の 流 通 方 向 ） に お い て 隣 り 合 う
連 通 孔 ２ ６ 対 は 、 周 方 向 に お い て 互 い に 向 き が ９ ０ ° 変 わ る よ う な 位 置 関 係 と な っ て い る
。 さ ら に 、 小 径 管 ２ ２ の 外 周 に は 各 連 通 孔 ２ ６ 対 と 対 応 す る 障 壁 ２ ７ が 固 着 さ れ て い る 。
障 壁 ２ ７ は 、 主 剤 Ｌ ａ の 流 通 方 向 に 視 て 概 ね 長 円 形 を な し 、 対 応 す る 連 通 孔 ２ ６ よ り も 上
流 側 で 且 つ 連 通 孔 ２ ６ の 近 傍 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 流 側 の 支 持 体 １ ２ Ａ の 主 剤 流 入 孔 １ ５ に は 、 主 剤 Ｌ ａ の 供 給 手 段 （ 図 示 せ ず ） と 、 主
剤 Ｌ ａ を 洗 浄 す る た め の 専 用 の 洗 浄 液 で あ る 水 Ｗ ａ （ 本 発 明 の 構 成 要 件 で あ る 第 １ 洗 浄 液
） の 供 給 手 段 （ 図 示 せ ず ） と 、 加 圧 空 気 を 供 給 す る た め の エ ア 供 給 手 段 （ 図 示 せ ず ） と が
接 続 さ れ 、 主 剤 Ｌ ａ と 水 Ｗ ａ と 加 圧 エ ア の い ず れ か が 任 意 に 供 給 さ れ る よ う に な っ て い る
。 ま た 、 硬 化 剤 流 入 孔 １ ７ に は 、 硬 化 剤 Ｌ ｂ の 供 給 手 段 （ 図 示 せ ず ） と 、 硬 化 剤 Ｌ ｂ を 洗
浄 す る た め の 専 用 の 洗 浄 液 で あ る 溶 剤 Ｗ ｂ （ 本 発 明 の 構 成 要 件 で あ る 第 ２ 洗 浄 液 ） の 供 給
手 段 （ 図 示 せ ず ） と 、 加 圧 空 気 を 供 給 す る た め の エ ア 供 給 手 段 （ 図 示 せ ず ） と が 接 続 さ れ
、 硬 化 剤 Ｌ ｂ と 溶 剤 Ｗ ｂ と 加 圧 エ ア の い ず れ か が 任 意 に 供 給 さ れ る よ う に な っ て い る 。 下
流 側 の 支 持 体 の 流 出 孔 ２ １ に は 塗 装 ガ ン （ 図 示 せ ず ） が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 塗 装 を 行 う 際 に は 、 主 剤 Ｌ ａ を 主 剤 流 路 ２ ５ の 上 流 端 （ 主 剤 流 入 孔 １ ５ ） に 供 給 す る と
と も に 、 硬 化 剤 Ｌ ｂ を 硬 化 剤 流 路 ２ ３ の 上 流 端 （ 硬 化 剤 流 入 孔 １ ７ ） に 供 給 す る と 、 硬 化
剤 流 路 ２ ３ 内 の 硬 化 剤 Ｌ ｂ が 連 通 孔 ２ ６ を 通 っ て 主 剤 流 路 ２ ５ 内 に 進 入 し 、 主 剤 流 路 ２ ５
内 に お い て 、 主 剤 Ｌ ａ と 硬 化 剤 Ｌ ｂ が 障 壁 ２ ７ に 突 き 当 た っ て 撹 拌 さ れ つ つ 混 合 さ れ て 塗
料 と な り 、 流 出 孔 ２ １ か ら 塗 装 ガ ン へ 圧 送 さ れ る 。 尚 、 主 剤 Ｌ ａ の 供 給 と 硬 化 剤 Ｌ ｂ の 供
給 は 、 交 互 に 行 っ て も よ く 、 同 時 に 行 っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 、 塗 装 後 に 二 液 混 合 装 置 Ｍ 内 を 洗 浄 す る 工 程 に つ い て 説 明 す る 。 　
　 上 記 の よ う に ２ 種 類 の 液 剤 （ 主 剤 Ｌ ａ と 硬 化 剤 Ｌ ｂ ） を 混 合 し て 得 ら れ る 塗 料 と し て 、
本 実 施 形 態 で は 、 主 剤 Ｌ ａ 用 の 洗 浄 液 と 硬 化 剤 Ｌ ｂ 用 の 洗 浄 液 が 異 な り 、 し か も 一 方 の 洗
浄 液 が 他 方 の 液 剤 と 接 触 す る と そ の 液 剤 が 変 質 を 来 た す よ う な 組 合 せ と な っ て い る 。 即 ち
、 本 実 施 形 態 の 塗 料 は 、 水 性 の エ マ ル ジ ョ ン か ら な る 主 剤 Ｌ ａ と イ ソ シ ア ネ ー ト か ら な る
硬 化 剤 Ｌ ｂ と を 混 合 し て 得 ら れ る 水 性 ウ レ タ ン 二 液 塗 料 で あ り 、 上 記 の よ う に 、 主 剤 Ｌ ａ
の 洗 浄 液 と し て 水 Ｗ ａ が 用 い ら れ 、 硬 化 剤 Ｌ ｂ の 洗 浄 液 と し て ケ ト ン 、 エ ス テ ル 系 の 溶 剤
Ｗ ｂ が 用 い ら れ る 。 そ の た め 、 主 剤 Ｌ ａ を 溶 剤 Ｗ ｂ で 洗 浄 す る と 、 主 剤 Ｌ ａ が エ マ ル ジ ョ
ン 破 壊 を 来 た し て 粘 着 性 の 高 い ゼ リ ー 状 の 物 質 に 変 化 し 、 ま た 、 硬 化 剤 Ｌ ｂ を 水 Ｗ ａ で 洗
浄 す る と 、 硬 化 剤 Ｌ ｂ が や は り ゼ リ ー 状 の 物 質 に 変 化 す る 。 こ の よ う に ゼ リ ー 状 に 変 質 し
た も の は 、 流 路 ２ ３ ， ２ ５ の 内 壁 に 付 着 し た り 、 流 路 ２ ３ ， ２ ５ や 連 通 孔 ２ ６ を 詰 ま ら せ
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た り す る 等 の 不 具 合 を 来 た す 虞 が あ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 こ の 点 を 充 分 考 慮 し て 洗 浄 が 行
わ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 洗 浄 に 際 し て は 、 図 ６ の タ イ ム チ ャ ー ト に 示 す よ う に 、 ま ず 、 硬 化 剤 流 路 ２ ３ 内 に 硬 化
剤 Ｌ ｂ を 残 留 さ せ た ま ま で 、 主 剤 流 路 ２ ５ 内 に 水 Ｗ ａ （ 主 剤 Ｌ ａ 専 用 の 洗 浄 液 ） を 供 給 し
、 こ の 水 Ｗ ａ の 供 給 と 同 時 に 、 硬 化 剤 流 路 ２ ３ 内 に 溶 剤 Ｗ ｂ （ 硬 化 剤 Ｌ ｂ 専 用 の 洗 浄 液 ）
を 供 給 す る 。 塗 装 終 了 後 は 、 主 剤 流 路 ２ ５ 内 に 主 剤 Ｌ ａ と 硬 化 剤 Ｌ ｂ 若 し く は そ の 混 合 物
（ 塗 料 ） が 残 留 し て い る が 、 こ れ ら は 全 て 主 剤 流 路 ２ ５ に 供 給 さ れ る 水 Ｗ ａ に よ っ て 洗 い
流 さ れ て 主 剤 流 路 ２ ５ の 下 流 端 か ら 二 液 混 合 装 置 Ｍ の 外 部 へ 排 出 さ れ る 。 こ の 間 、 硬 化 剤
流 路 ２ ３ 内 は 、 溶 剤 Ｗ ｂ の 供 給 に よ っ て 加 圧 さ れ る た め 、 主 剤 流 路 ２ ５ 内 に 供 給 さ れ る 水
Ｗ ａ が 硬 化 剤 流 路 ２ ３ 内 に 浸 入 す る こ と は な い （ 図 ３ を 参 照 ） 。 し た が っ て 、 硬 化 剤 流 路
２ ３ 内 で は 硬 化 剤 Ｌ ｂ が 水 Ｗ ａ と の 接 触 に 起 因 し て ゼ リ ー 状 に 変 質 す る こ と は な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 硬 化 剤 流 路 ２ ３ 内 の 硬 化 剤 Ｌ ｂ や 溶 剤 Ｗ ｂ が 主 剤 流 路 ２ ５ 内 に 漏 出 し た と し て も
、 主 剤 流 路 ２ ５ 内 で は 上 流 側 か ら 下 流 側 に 向 か う 流 れ が 形 成 さ れ て い る の で 、 主 剤 流 路 ２
５ 内 に 漏 出 し た 硬 化 剤 Ｌ ｂ や 溶 剤 Ｗ ｂ 、 及 び 硬 化 剤 Ｌ ｂ と 水 Ｗ ａ と の 接 触 に よ り 発 生 し た
ゼ リ ー 状 物 質 、 溶 剤 Ｗ ｂ と 主 剤 Ｌ ａ の 接 触 に よ り 発 生 し た ゼ リ ー 状 物 質 は 、 全 て 、 主 剤 流
路 ２ ５ の 下 流 側 に 向 か う 流 れ に 乗 じ て 二 液 混 合 装 置 Ｍ の 外 部 へ 排 出 さ れ る 。 　
　 尚 、 本 実 施 形 態 で は 、 主 剤 流 路 ２ ５ へ の 水 Ｗ ａ の 供 給 と 硬 化 剤 流 路 ２ ３ へ の 溶 剤 Ｗ ｂ の
供 給 は ほ ぼ 同 時 に 開 始 さ れ る が 、 溶 剤 Ｗ ｂ の 供 給 は 水 Ｗ ａ の 供 給 が 継 続 し て い る 間 に 停 止
す る が 、 こ の 水 Ｗ ａ と 溶 剤 Ｗ ｂ の 供 給 開 始 及 び 停 止 の タ イ ミ ン グ は 任 意 に 設 定 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 主 剤 流 路 ２ ５ へ の 水 Ｗ ａ の 供 給 が 開 始 し て か ら 所 定 時 間 が 経 過 す る と 、 水 Ｗ ａ の 供 給 を
停 止 し 、 そ の 後 、 主 剤 流 路 ２ ５ に は 加 圧 エ ア を 供 給 す る 。 こ の 加 圧 エ ア に よ り 、 主 剤 流 路
２ ５ 内 に 残 留 し て い る 液 体 が 、 加 圧 エ ア の 圧 力 に よ り 二 液 混 合 装 置 Ｍ 外 へ 排 出 さ れ る （ 図
４ を 参 照 ） 。 そ し て 、 こ の エ ア パ ー ジ の 工 程 の 後 、 再 び 、 主 剤 流 路 ２ ５ 内 に 水 Ｗ ａ を 供 給
し 、 主 剤 流 路 ２ ５ の 内 壁 （ 大 径 管 １ ３ の 内 周 面 、 小 径 管 ２ ２ の 外 周 面 、 障 壁 ２ ７ の 表 面 ）
に 付 着 、 残 留 し て い る 液 体 を 水 Ｗ ａ の 流 れ に よ っ て 排 出 す る 。 こ の 間 も 、 上 記 と 同 様 に 、
硬 化 剤 流 路 ２ ３ 内 に は 溶 剤 Ｗ ｂ を 供 給 し 、 硬 化 剤 流 路 ２ ３ 内 を 加 圧 し た 状 態 と す る の で 、
水 Ｗ ａ が 硬 化 剤 流 路 ２ ３ 内 に 浸 入 す る こ と は な い 。 所 定 時 間 の 経 過 後 、 主 剤 流 路 ２ ５ へ の
水 Ｗ ａ の 供 給 を 停 止 す れ ば 、 主 剤 流 路 ２ ５ 内 の 主 剤 Ｌ ａ を 排 出 す る 工 程 が 完 了 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 後 、 硬 化 剤 流 路 ２ ３ 内 に 溶 剤 Ｗ ｂ を 供 給 す る 。 す る と 、 硬 化 剤 流 路 ２ ３ 内 の 液 体 （
硬 化 剤 Ｌ ｂ と 溶 剤 Ｗ ｂ ） が 、 硬 化 剤 流 路 ２ ３ 内 を 上 流 側 か ら 下 流 側 に 向 か っ て 流 れ つ つ 、
連 通 孔 ２ ６ が 主 剤 流 路 ２ ５ 内 に 進 入 し 、 主 剤 流 路 ２ ５ 内 を 上 流 側 か ら 下 流 側 に 向 か っ て 流
れ る （ 図 ５ を 参 照 ） 。 こ の と き 、 主 剤 流 路 ２ ５ 内 の 主 剤 Ｌ ａ は 上 記 工 程 に お い て 全 て 排 出
さ れ て い る の で 、 溶 剤 Ｗ ｂ と 主 剤 Ｌ ａ の 接 触 に 起 因 し て ゼ リ ー 状 物 質 が 発 生 す る こ と は な
い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 溶 剤 Ｗ ｂ の 供 給 開 始 か ら 所 定 時 間 が 経 過 す る と 、 溶 剤 Ｗ ｂ の 供 給 を 停 止 し 、 そ の 後 、 硬
化 剤 流 路 ２ ３ 内 に 加 圧 エ ア を 供 給 し 、 硬 化 剤 流 路 ２ ３ と 主 剤 流 路 ２ ５ 内 に 残 留 し て い る 液
体 （ 硬 化 剤 Ｌ ｂ と 溶 剤 Ｗ ｂ ） を 加 圧 エ ア の 圧 力 に よ っ て 二 液 混 合 装 置 Ｍ 外 へ 排 出 す る 。 尚
、 硬 化 剤 流 路 ２ ３ に 加 圧 エ ア を 供 給 す る 間 、 主 剤 流 路 ２ ５ に 加 圧 エ ア を 供 給 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の エ ア パ ー ジ 工 程 の 後 、 も う 一 度 、 硬 化 剤 流 路 ２ ３ 内 に 溶 剤 Ｗ ｂ を 供 給 し 、 主 剤 流 路
２ ５ の 内 壁 （ 大 径 管 １ ３ の 内 周 面 、 小 径 管 ２ ２ の 外 周 面 、 障 壁 ２ ７ の 表 面 ） と 硬 化 剤 流 路
２ ３ の 内 壁 （ 小 径 管 ２ ２ の 内 周 面 、 連 通 孔 ２ ６ の 内 周 面 ） に 付 着 、 残 留 し て い る 液 体 を 溶
剤 Ｗ ｂ の 流 れ に よ っ て 排 出 す る 。 そ し て 、 も う 一 度 加 圧 エ ア を 供 給 し て エ ア パ ー ジ を 行 え
ば 、 二 液 混 合 装 置 Ｍ 内 の 洗 浄 が 完 了 す る 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 述 の よ う に 本 実 施 形 態 に お い て は 、 主 剤 流 路 ２ ５ 内 の 洗 浄 を 行 っ て い る 間 、 硬 化 剤 流
路 ２ ３ 内 を 加 圧 し て 硬 化 剤 流 路 ２ ３ 内 の 硬 化 剤 Ｌ ｂ が 主 剤 流 路 ２ ５ 内 に 浸 入 し な い よ う に
し て い る の で 、 硬 化 剤 流 路 ２ ３ 内 に お い て 硬 化 剤 Ｌ ｂ と 水 Ｗ ａ が 接 触 す る こ と が な く 、 硬
化 剤 流 路 ２ ３ 内 で 硬 化 剤 Ｌ ｂ が 変 質 す る こ と に 起 因 す る 不 具 合 を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ＜ 他 の 実 施 形 態 ＞
　 本 発 明 は 上 記 記 述 及 び 図 面 に よ っ て 説 明 し た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え
ば 次 の よ う な 実 施 態 様 も 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 含 ま れ 、 さ ら に 、 下 記 以 外 に も 要 旨 を 逸 脱
し な い 範 囲 内 で 種 々 変 更 し て 実 施 す る こ と が で き る 。 　
　 （ １ ） 上 記 実 施 形 態 で は 主 剤 を 先 に 洗 浄 す る よ う に し た が 、 本 発 明 に よ れ ば 。 硬 化 剤 を
先 に 洗 浄 し て も よ い 。 　
　 （ ２ ） 上 記 実 施 形 態 で は 円 形 の 硬 化 剤 流 路 の 外 周 を 筒 状 の 主 剤 流 路 が 包 囲 す る 形 態 と し
た が 、 本 発 明 に よ れ ば 、 円 形 の 主 剤 流 路 の 外 周 を 筒 状 の 硬 化 剤 流 路 が 包 囲 す る 形 態 と し て
も よ い 。 　
　 （ ３ ） 上 記 実 施 形 態 で は 一 方 の 流 路 の 外 周 を 筒 状 を な す 他 方 の 流 路 が 包 囲 す る 形 態 と し
た が 、 本 発 明 に よ れ ば 、 ２ 本 の 流 路 が 互 い に 横 に 並 ぶ よ う に 配 索 し て も よ い 。 　
　 （ ４ ） 上 記 実 施 形 態 で は 筒 状 の 流 路 （ 主 剤 流 路 ） に 供 給 さ れ る 液 剤 （ 主 剤 ） を 先 に 洗 浄
す る よ う に し た が 、 本 発 明 に よ れ ば 、 筒 状 の 流 路 で 包 囲 さ れ て い る 円 形 の 流 路 に 供 給 さ れ
る 液 剤 （ 主 剤 と 硬 化 剤 の い ず れ で も よ い ） を 先 に 洗 浄 し て も よ い 。 こ の 場 合 、 円 形 の 流 路
を 塗 装 ガ ン 側 に 連 通 さ せ る 。 　
　 （ ５ ） 上 記 実 施 形 態 で は 水 性 の エ マ ル ジ ョ ン か ら な る 主 剤 と イ ソ シ ア ネ ー ト か ら な る 硬
化 剤 を 混 合 し て ウ レ タ ン 塗 料 が 得 ら れ る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 、 主 剤 と 硬 化
剤 が こ の 以 外 の 組 合 せ で あ っ て も 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 実 施 形 態 １ の 二 液 混 合 装 置 の 縦 断 面 図
【 図 ２ 】 二 液 混 合 装 置 の 横 断 面 図
【 図 ３ 】 主 剤 流 路 内 を 洗 浄 し て い る 工 程 を あ ら わ す 部 分 拡 大 縦 断 面 図
【 図 ４ 】 主 剤 流 路 内 を エ ア パ ー ジ し て い る 工 程 を あ ら わ す 部 分 拡 大 縦 断 面 図
【 図 ５ 】 硬 化 剤 流 路 内 と 主 剤 流 路 内 を 洗 浄 し て い る 工 程 を あ ら わ す 部 分 拡 大 縦 断 面 図
【 図 ６ 】 洗 浄 工 程 を あ ら わ す タ イ ム チ ャ ー ト 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 Ｍ … 二 液 混 合 装 置
　 Ｌ ａ … 主 剤 （ 第 １ 液 剤 ）
　 Ｌ ｂ … 硬 化 剤 （ 第 ２ 液 剤 ）
　 Ｗ ａ … 水 （ 第 １ 洗 浄 液 ）
　 Ｗ ｂ … 溶 剤 （ 第 ２ 洗 浄 液 ）
　 ２ ３ … 硬 化 剤 流 路 （ 第 ２ 流 路 ）
　 ２ ５ … 主 剤 流 路 （ 第 １ 流 路 ）
　 ２ ６ … 連 通 路
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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